
 
 

一

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
及
び
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
及
び
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

第
一
条
中
目
次
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 
 
 

男
女
雇
用
平
等
法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
第
二
節 

事
業
主
の
講
ず
べ
き
措
置
（
第
十
一
条 

第
一
条
の
う
ち
目
次
の
改
正
規
定
中
「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
節 

事
業
主
に
対
す
る
国
の
援
助
（
第
十
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
第
三
章 

紛
争
の
解
決 

―
第
十
三
条
） 

 
 
 
 
 
 
 

を
「
第
二
節 

事
業
主
の
講
ず
べ
き
措
置
（
第
十
一
条
―
第
十
四
条
）
」
に
、 

 

第
一
節 

紛
争
の
解
決 

条
） 
 
 
 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
節 

調
停
（
第
十 

 



 

二

の
援
助
（
第
十
五
条
―
第
十
七
条
） 

を
「
第
三
章 

紛
争
の
解
決
（
第
十
五
条
―
第
十
八
条
）
」
に
、
「
第
二
十
八
条
―
第 

八
条
―
第
二
十
七
条
） 

 
 
 
 

」 
 

三
十
二
条
」
を
「
第
十
九
条
―
第
二
十
三
条
」
に
、
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
目
次
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
二
条
の
改
正
規
定
中
「
第
二
条
第
一
項
中
」
の
下
に
『
「
お
い
て
は
」
の
下
に
「
、
仕
事
と
生
活
と
の
調

和
（
職
業
生
活
に
お
け
る
活
動
と
そ
れ
以
外
の
活
動
と
の
調
和
を
い
う
。
）
の
下
」
を
加
え
、
』
を
加
え
、
同
改
正
規
定
の
次

に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 
 

第
三
条
中
「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
第
四
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
男
女
雇
用
平
等
対
策
基
本
方
針
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
、

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
対
策
基
本
方
針
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
対
策
基
本
方
針
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の

部
分
中
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
対
策
基
本
方
針
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
対
策
基
本
方
針
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
女
性



 
 

三

労
働
者
」
を
「
男
性
労
働
者
及
び
女
性
労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
対
策
基
本
方
針
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
対
策
基
本
方
針
」
に
、
「
女
性
労
働

者
」
を
「
男
性
労
働
者
及
び
女
性
労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
男
女
雇
用

機
会
均
等
対
策
基
本
方
針
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
対
策
基
本
方
針
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
の
う
ち
第
二
章
の
章
名
の
改
正
規
定
中
「
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
」
を
「
平
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保

等
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
五
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付
し
、
同
条
を
改
め
る
改
正
規
定
中
『
男
性
と
」
』
を

『
男
性
と
均
等
な
」
』
に
、
『
か
か
わ
り
な
く
」
』
を
『
か
か
わ
り
な
く
平
等
な
」
』
に
改
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
及
び
第
七
条
の
改
正
規
定
中
第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
間
接
差
別
と
な
る
措
置
の
禁
止
）
」
に
改
め
、

同
改
正
規
定
の
う
ち
同
条
中
「
採
用
」
の
下
に
「
、
賃
金
」
を
加
え
、
「
措
置
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
」
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
九
条
を
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
『
」
に
』
の
下
に
『
、

「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
』
を
加
え
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
第
九
条
第
二
項
中
「
女
性
労
働
者
」
を
「
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
」
に
、
「
解
雇
し
」
を
「
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を



 

四

加
え
る
。 

５ 
事
業
主
は
、
賞
与
の
支
払
、
退
職
手
当
の
支
払
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
は
、
労
働

基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
出
勤
し
た
も
の
と
し

て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
十
条
の
改
正
規
定
中
「
及
び
前
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
前
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
第
三
項
ま
で
」
の

下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
加
え
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

第
二
章
第
二
節
及
び
第
三
節
並
び
に
第
三
章
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
十
八
条
を
改
め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
改
正
規
定
か
ら
第
十
四
条
を
改
め
、
同
条
を

第
十
八
条
と
す
る
改
正
規
定
ま
で
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
十
三
条
を
改
め
、
第
二
章
第
一
節
中
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
改
正
規
定
中
「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

（
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
） 

第
十
八
条 

男
女
雇
用
平
等
委
員
会
は
、
使
用
者
を
代
表
す
る
者
、
労
働
者
を
代
表
す
る
者
及
び
公
益
を
代
表
す
る
者
（
以



 
 

五

下
「
委
員
」
と
い
う
。
）
を
も
つ
て
組
織
す
る
。 

２ 
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
は
、
中
央
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
及
び
都
道
府
県
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
と
す
る
。 

３ 

国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
所

轄
の
下
に
、
中
央
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
を
置
く
。 

４ 

都
道
府
県
知
事
の
所
轄
の
下
に
、
都
道
府
県
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
を
置
く
。 

５ 

男
女
雇
用
平
等
委
員
会
は
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
紛
争
の
調
停
及
び
事
業
主
が
同
条
に
規
定
す
る
規
定
（
第
九
条
第

四
項
、
前
条
及
び
こ
の
条
を
除
く
。
）
に
違
反
し
た
旨
の
申
立
て
を
受
け
た
場
合
の
当
該
申
立
て
に
係
る
事
件
の
審
査

（
申
立
人
の
請
求
に
係
る
救
済
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
認
容
し
、
又
は
申
立
て
を
棄
却
す
る
命
令
（
第
七
項
に
お
い
て

「
救
済
命
令
等
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
を
す
る
権
限
を
有
す
る
。 

６ 

男
女
雇
用
平
等
委
員
会
は
、
そ
の
事
務
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
に
対
し
て
、
出
頭
、

報
告
の
提
出
若
し
く
は
必
要
な
帳
簿
書
類
の
提
出
を
求
め
、
又
は
委
員
に
、
事
業
場
そ
の
他
の
場
所
に
立
ち
入
り
、
業
務

の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

７ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
の
組
織
、
所
掌
事
務
及
び
委
員
そ
の
他
の
職
員
、
救
済
命
令



 

六

等
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
そ
の
他
男
女
雇
用
平
等
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
十
二
条
を
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項

ま
で
」
に
、
『
。
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
促
進
法
」
と
い
う
。
』
を
『
、
個
別
労
働
関
係
紛

争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
二
号
。
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
解

決
促
進
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
適
用
せ
ず
』
に
、
「
第
十
九
条
ま

で
に
」
を
「
か
ら
第
十
九
条
ま
で
に
」
に
、
「
第
二
十
七
条
ま
で
に
」
を
「
及
び
第
十
八
条
に
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
十
一
条
を
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
章
名
及
び
節
名
を
付
す
る
改
正
規
定
中
「
第
九

条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
「
及
び
節
名
」
及
び
「
第
一
節 

紛
争
の
解
決
の
援
助
」
を
削
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
十
条
の
次
に
二
節
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
二
節
を
」
を
「
一
節
を
」
に
改
め
、
「
第
三
節 

事
業
主
に

対
す
る
国
の
援
助
」
を
削
り
、
同
改
正
規
定
中
第
十
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
計
画
の
作
成
等
）
」
を
付
し
、
同
条
各
号
列

記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

常
時
三
十
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
雇
用
の
分
野
に
お

け
る
男
女
の
平
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
の
支
障
と
な
つ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
次
に
掲
げ
る



 
 

七

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
全
部
又
は

一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
一
条
の
う
ち
第
十
条
の
次
に
二
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
十
四
条
第
二
号
中
「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
改
め
、

「
作
成
」
の
下
に
「
及
び
当
該
計
画
の
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
届
出
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

常
時
三
十
人
未
満
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
平
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保

の
支
障
と
な
つ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
前
項
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
そ
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
場
合
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
一
条
の
う
ち
第
十
条
の
次
に
二
節
を
加
え
る
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
女
性
労
働
者
」
を
「
男
性
労
働
者
及
び
女
性
労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条

を
第
十
九
条
と
す
る
。 

第
二
十
五
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。 

第
二
十
六
条
中
「
第
八
条
ま
で
」
を
「
第
七
条
ま
で
、
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二



 

八

条
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。 

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
二
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
三

項
」
に
、
「
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一

項
」
に
、
「
第
七
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
号
、
第
九
条
第
三
項
及
び

第
五
項
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
並
び
に
第
二
十
条
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三
項
」
に
、
「
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
請
求
し
、
又
は
同
項
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
」
に
、
「
第
八
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
」
を
「
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
」
に
改
め
、
「
し
な
か
つ
た
こ
と
」
と
」
の

下
に
「
、
同
条
第
五
項
中
「
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
期
間
」
と
あ
る
の

は
「
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
作
業
に
従
事
し
な
か
つ
た
期
間
」
と
」
を
加
え
、
「
第
十

三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、

「
、
第
十
四
条
第
一
項
中
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
促
進
法
第
六
条
第
一
項
の
紛
争
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と

い
う
。
）
に
調
停
を
行
わ
せ
る
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
地
方
労
働
委
員
会
に
調
停
を
委
任
す
る
」
と
」
を
削
り
、
同
条
第
二

項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。 



 
 

九

第
二
十
八
条
中
「
第
二
章
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
章
第
一
節
、
第
十
四
条
、
前
章
、
第
二
十
条
及

び
第
二
十
一
条
」
に
、
「
第
三
章
」
を
「
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
本
則
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
、
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
一
条
中
「
附
則
第
七
条
」
を
「
附
則
第
六
条
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
条
中
「
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
の
分
野
に
お
け

る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
男
女
雇
用
平
等
法
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
三
条
を
削
り
、
附
則
第
四
条
を
附
則
第
三
条
と
す
る
。 

附
則
第
五
条
中
「
五
年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
、
「
お
い
て
、
」
の
下
に
「
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
男
女
雇
用
平

等
法
及
び
」
を
加
え
、
「
当
該
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
労
働
者
が
性
同
一
性
障
害
者
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
、
労
働
者
の
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
等
に
対
す
る
規
制
の
在
り
方
に
つ
い



 

一
〇

て
、
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 
政
府
は
、
短
時
間
労
働
者
等
（
短
時
間
労
働
者
そ
の
他
の
同
一
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
以
外
の
労
働
者

を
い
う
。
）
の
多
く
が
女
性
労
働
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
多
く
の
女
性
労
働
者
と
男
性
労
働

者
と
の
間
に
賃
金
等
の
格
差
が
存
在
し
て
い
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
短
時
間
労

働
者
等
と
通
常
の
労
働
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

附
則
第
五
条
を
附
則
第
四
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
六
条
の
う
ち
第
九
十
一
条
の
改
正
規
定
中
「
第
九
十
一
条
中
」
を
『
第
九
十
一
条
の
見
出
し
中
「
雇
用
の
分
野
に
お

け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
法
」
に
改
め
、
同
条
中
「
雇
用
の
分
野

に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
法
」
に
、
』
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
六
条
の
う
ち
第
九
十
二
条
の
改
正
規
定
中
「
第
九
十
二
条
第
五
項
中
」
の
下
に
『
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の

均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
法
」
に
、
』
を
加
え
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を

「
第
二
十
二
条
」
に
、
「
に
改
め
る
」
を
『
に
、
「
あ
る
の
は
、
「
」
を
「
あ
る
の
は
「
」
に
改
め
、
「
役
務
に
従
事
し
な
か



 
 

一
一

つ
た
こ
と
」
と
」
の
下
に
「
、
「
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
作
業
に
従
事
し
な
か
つ
た
期

間
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
七
条
第

一
項
本
文
又
は
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
つ
て
船
員
派
遣
の
役
務
に
従
事
し
な
か
つ
た
期
間
」
と
」
を
加
え
る
』
に
改
め
、
附

則
第
六
条
を
附
則
第
五
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
七
条
の
う
ち
第
二
条
の
改
正
規
定
中
『
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
』
を
『
及
び
雇
用

の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
四
条

第
一
項
の
調
停
の
手
続
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
及
び
調
停
の
手
続
」
を
削
り
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改

め
る
』
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
一
第
二
十
号
の
十
九
中
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を

「
男
女
雇
用
平
等
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
七
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
八
条
の
う
ち
第
十
四
条
の
改
正
規
定
中
「
第
十
四
条
第
六
項
中
」
の
下
に
『
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
法
」
に
、
』
を
加
え
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第



 

一
二

二
十
二
条
」
に
、
「
に
改
め
る
」
を
『
に
、
「
あ
る
の
は
、
「
」
を
「
あ
る
の
は
「
」
に
改
め
、
「
役
務
に
従
事
し
な
か
つ
た

こ
と
」
と
」
の
下
に
「
、
「
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
作
業
に
従
事
し
な
か
つ
た
期
間
」
と

あ
る
の
は
「
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法

第
八
十
七
条
第
一
項
本
文
又
は
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
つ
て
船
員
労
務
供
給
の
役
務
に
従
事
し
な
か
つ
た
期
間
」
と
」
を
加

え
る
』
に
改
め
、
附
則
第
八
条
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。 

 

附
則
第
九
条
の
う
ち
第
四
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
中
「
第
四
十
七
条
の
二
中
」
を
『
第
四
十
七
条
の
二
の
見
出
し
中
「
雇

用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
法
」
に
改
め
、
同
条
中

「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男
女
雇
用
平
等
法
」
に
、
』
に
改

め
、
附
則
第
九
条
を
附
則
第
八
条
と
す
る
。 

 

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
九
条 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
第
六
十
七
号
中
「
均
等
な
」
を
「
平
等
な
」
に
改
め
る
。 



 
 

一
三

 

第
九
条
第
一
項
第
四
号
中
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男

女
雇
用
平
等
法
」
に
改
め
る
。 

 

（
国
土
交
通
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
条 

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
十
三
条
第
四
号
中
「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
男
女

雇
用
平
等
法
」
に
改
め
る
。





 
 

一
五

こ
の
修
正
の
結
果
必
要
と
な
る
経
費 

こ
の
修
正
の
結
果
必
要
と
な
る
経
費
は
、
平
年
度
に
お
い
て
約
五
億
九
千
六
百
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 

 


